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１ お子さんは、幼稚園に行くのを楽しみにしていますか。  

 

 

 

 

 

 

２ お子さんは、幼稚園のことや先生のことを話しますか。 

 

 

 

 

 

 

３ お子さんは、担任の教師など教職員を信頼し、幼稚園になじめていますか。 

 

 

 

 

 

 
 

４ お子さんは、幼稚園の行事に楽しんで参加していますか。 

 

 

 

 

 

 
 

５ お子さんは、給食を楽しみにしていますか。 

 

 

 

 

 

Ａ：そうおもう Ｂ：おおむねそうおもう Ｃ：おおむねそうおもわない Ｄ：そうおもわない 

ほとんどのお子さまが幼稚園を楽しみにしていた
だいていますが、3％のお子さまはＣ・Ｄの否定的
な回答となっています。ご家庭から離れたくない
というお子さまならではのご回答とも考えられま
すが、お子さまが楽しく幼稚園に通っていただけ
るよう、魅力ある園になるよう努めていきたいと
思います。 

お子さまの発達年齢や個性によってご家庭で話を
する内容も変わってくるかとは思いますが、園で
印象に残るような思いがあればご家庭での話題に
もなるかと考えます。園での活動がお子さまの心
に残るような、ご家庭での話題に上がるような活
動を目指していきたいと思います。 

ほとんどのご家庭から肯定的なご意見をいただき
ました。しかし、否定的なご意見もいただいてい
ることを教職員一同が注視するとともに自分たち
の言動を振り返り、お子さま方が教職員を信頼し
ていただけるよう今後も心してお子さま方と接し
ていきたいと思います。 

園の行事もコロナ禍以前の状態に戻り、年間計画
に沿って実施しています。行事の主役はお子さま
方と考え、お子さま方ができる限り主体的に活動
できるように企画も進めております。今後ともお
子さま方の思い出に残るような、成長の糧となる
ような行事を計画していきたいと考えます。 

教員は園児の食の様子を把握し、給食室では残飯
のチェックをするなど、給食の状況把握を毎日し
ております。野菜嫌いや食べ慣れない食材など、
お子さま方にはハードルが高いものもあるかと
思いますが、少しでも食べやすく楽しく食べてい
ただけるよう工夫していきたいと思います。 
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６ 幼稚園は、園児に適切な給食となるようメニュー等を工夫していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 幼稚園は、生命を尊重する心や社会性のルールを守る指導をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 幼稚園は、子どもたちが喜んで身体を動かして遊ぶよう努めていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 幼稚園は、人とのかかわりを大切にした教育をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

10 幼稚園は、子どもの自主性ややる気を大切にした教育をしていますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

季節を感じられる食事や伝統的な食事など、給食
にはお子さま方に感じたり知ったりしてもらう
食事の提供も求められます。メニューについては
教員と給食室とで「給食会議」を毎月開催し、前
月の振り返りを行うとともに次月の検討をする
など工夫を加えております。今後もお子さまにと
ってどのような給食が適しているのかを考えな
がら取り組んでまいります。 

本園は「仏教保育」を基本とし、「生命の尊さ」や
「感謝の心」を育むとともに「四つの誓い」を大
切にしております。こうした日常の取り組みの中
から「道徳」を学び、友だちを含めた「他の人を
尊重する」心を培っていきたいと考え、教育活動
を進めていきたいと思います。 

本年度の二学期から園庭に新しい総合遊具を設
置しました。この遊具は、「プレイコミュニケーシ
ョン」を基本理念としたもので、子どもたちが体
を動かして遊ぶとともに、子どもたち同士のかか
わりが生まれるように設計されたものとされて
います。夏の間は熱中症防止対策のために外遊び
は控えておりましたが、お子さまたちの大好きな
外遊びをできる限り進めていきたいと考えてお
ります。 

本園では「研究主題」に「人間関係」を中心に取
り組んでいます。お子さまたちの子ども同士のか
かわりや、お子さまと教職員など大人とのかかわ
りなど、「人間関係」を重視するとともに、円滑で
温かいふれあいができるように教育活動を通し
て考慮しております。今後も人とのかかわりを大
切にした教育活動の推進に取り組んでまいりま
す。 

文部科学省は、小中学校に「主体的な学び」を求
めるとともに、小学校につながる幼稚園にはそこ
への円滑な接続を求めています。本園では、すべ
ての教育活動を通して、子どもたちが主体的に活
動できるように考えております。また、お子さま
方の「やる気」を前面に出せるような言葉掛けな
どの働きかけができるよう職員の研修を進めて
いきたいと思います。 
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11 幼稚園は、あいさつや手洗い・うがい、洋服の着脱、食事のマナーなど生活に必要な習

慣が身につくように指導していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

12 幼稚園は、お子さんをよく観察し、一人ひとりの性格や特性などに配慮しながら指導し

ていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 幼稚園は、教育活動についてお子さんの発達段階に応じた工夫をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 幼稚園は、子どもたちが安心して過ごせる施設や設備などの環境を整えるよう努めてい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここにあげた「基本的な生活習慣」に関して
は、あいさつや手洗い・うがいなどは入園時
からすぐに習慣づくように取り組んでいま
す。また、洋服の着脱や食事のマナーなどは、
発達年齢に応じて次第に身に付いていくよ
う段階的に習慣づくよう取り組んでいます。
いずれにしましても、自分自身でできるよう
に習慣づくようにと考えています。 

園では、それぞれのお子さまの性格や個性に
応じた支援や配慮を考えながら教育活動を
行っております。園の教職員が研修を深める
ことによりお子さま方の特性を考え、それぞ
れのお子さまに応じた声のかけ方や支援・配
慮の在り方などを工夫しております。 
今後も、園全体でのこうした研修を深めるこ
とにより、お子さま方が園生活を楽しく過ご
していただけるように工夫していきたいと
思っております。 

園の教育活動は、それぞれの学年の子どもの
発達年齢に応じて計画を立て、「指導計画」と
して配布させていただいております。それぞ
れの学年では、学期に応じての発達がありま
すので、それらを考慮するとともに、さらに
発展できるような活動ができるよう工夫を
加えております。今後も、「指導計画」をご覧
いただき、お子さま方の成長を見守っていた
だけたらと思います。 

すずか幼稚園の園舎自体は設置年数もかなり
経ており、古さを感じるものとなっておりま
す。しかし、園では施設や設備全般について点
検を定期的に行っており、危険個所はすぐに
修理改善に努めております。 
遊具につきましては、古くなっていた大型総
合遊具を新しいものに設置し直しました。新
しい大型総合遊具は、「プレイコミュニケーシ
ョン」という理念のもので、お子さま方が遊び
ながら相互にコミュニケーションを取れると
いう遊具となっています。 
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15 幼稚園は、子どもの安全を考えた防災・防犯対策や指導を行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
16 幼稚園は、参観、誕生会、各行事などで教育活動の公開の場を設け、保護者に幼稚園を

理解してもらう機会をつくっていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
17 幼稚園は、「園だより」や「べるきっず」、「指導計画」などを通して、教育方針や具体

的な取り組みの様子などの情報を発信していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

18 幼稚園は、子どもの園での様子や成長について様々な手だてで伝えてくれますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

防災や防犯に関する「避難訓練」を計画的に実施
しています。７月には不審者の園内への侵入を想
定した防犯訓練、９月には地震を想定し、園庭へ
の避難の後にさらに安全な場所への避難をする
訓練、１１月には火災の消火を含めた避難訓練
と、いろいろな状況を想定して避難訓練を行って
おります。今後も、避難訓練はもとより、絵本や
紙芝居などを活用してお子さま方に防犯や防災
について指導を進めたいと覆います。 

園では、毎月、何らかの形で保護者の皆様に園の
教育活動を見ていただく機会を設けておりま
す。園でのお子さま方の様子をご覧いただき、ご
家庭での話題となることも期待しております。
今後も定期的に教育活動の公開の機会を設ける
ことにより、保護者の皆様に本園を知っていた
だき、ご理解を得るとともにご意見などをお聞
きしていきたいと思っております。 

「園だより」や「指導計画」は定期的に毎月、「べ
るきっず」は園での子どもたちの様子を伝える
ためにと、それぞれの紙媒体での通信はもとよ
り、ホームページを充実させることにより、本園
の取り組みをご理解いただきたいの思いでおり
ます。今後もできる限りの情報発信に努めてま
いりたいと考えます。 

園でのお子さま方の様子や成長につきましては
主に担任から保護者の皆様にお伝えしておりま
すが、まだまだ足りないといったご意見もうか
がっておりますので、今後とも保護者の皆様に
お子さま方の園での様子や成長の様子などをお
伝えできるよう、取り組みを進めたいと考えて
おります。 
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19 幼稚園は、お子さんがケガをした時や問題が起きた時などに、丁寧に状況を伝えていま
すか。 

 

 

 

 

 

 

 

20 教職員は、保護者の悩みや子どものことについて気軽に相談に乗ってくれますか。 

 

 

 

 

 

 

 

21 教職員は、電話や来園者に対して誠実な対応をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

22 教職員は、協力し合って園児の教育活動にあたっていますか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

23 保護者として、お子さんがこの園に入園して満足していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

お子さまがケガをされたときには、保護者様に丁
寧にお伝えできるように努めておりますが、まだ
まだできていないというご意見をいただいており
ます。園では、こうしたご意見を十分に反省し、職
員間の連絡不足による手落ちなどがないように努
めるとともに、保護者様に丁寧にお伝えできるよ
うに情報共有し、報告させていただきたいと思い
ます。 

お子さまのことについての相談は、保護者様と園と
が歩調を合わせて進めていくべきものと考えてお
ります。こうした重要な相談について保護者様が
「気軽に」していただけるよう、教職員ともども現
状(否定的なご意見が７％ある)を反省するととも
に今後の取り組みについて十分に考えていきたい
と思います。 

電話対応や来園者への接し方については、十分に
気をつけ、誠実な対応をするように教職員で共通
理解しております。 
保護者様から肯定的なご意見をいただいている現
状に満足せず、今後とも十分に気をつけ、誠実な対
応に心掛けてまいりたいと思います。 

本園では、各学年の教員グループで経験年数の異
なる教員を配置することにより、学年集団として
教育活動を進めております。また、フリー教員は学
年集団をサポートするとともに若年層の教員の指
導や支援に当たっております。園行事などの際に
は、運転手や事務職員も協力して推進しておりま
す。今後も、本園の教職員一同が協力体制をしっか
りしたものにした上で、教育活動全般に取り組ん
でまいります。 

ほとんどの保護者の皆様に肯定的なご意見をいた
だき、感謝申し上げます。しかし、否定的なご意見
の保護者様も見えることを注視し、すべての保護
者の皆様に肯定的なご意見をいただけるよう、満
足していただけるような園を作ってまいりたいと
思います。 
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保護者アンケート 記述欄 
 
アンケートの記述欄にて頂戴しましたご提言は、教員で共有し参考にさせていただきます。 

その中のいくつかについて回答させていただきます。 
 
◎健康観察表について 
  コロナ禍において、お子さま方の健康の様子を把握させていただく目的で健康観察表へ
検温の上でご記入いただき押印をお願いしてまいりました。 

  コロナウイルスそのものは、まだまだかなりの広がりをしていますが、第５類への移行
により、報道等で感染者数を知ることもなくなり、世情としてはコロナ後と感じている人
が多くなったと思います。幼稚園では、コロナ前から取り組んでおりました「手洗い、消
毒」をコロナ禍にはさらにしっかりとした取り組みとしてきましたし、今後も引き続き取
り組んでいきたいと考えております。 

  お子さま方の健康につきましては、登園後に元気がなかったり発熱していたり、嘔吐さ
れたりするなど、子どもならではの症状の出かたのケースがよくあります。そうした際に、
ご家庭での様子を把握させていただく手段として、「健康観察表」は非常に有効なものと
考えます。そこで、健康観察表そのものは継続させていただき、毎日の押印を省かせてい
ただきたいと考えております。つきましては、この「集計報告」の後は、お子さま方の健
康の様子のご記入だけでお願いします。 

 
◎園での子どもの様子をもっと伝えてほしい 
  お子さま方の園での様子は、主として担任からお伝えすることとしておりますが、こう
したご意見を頂戴するのは、ご家庭への連絡が不十分であると考え、反省しております。
特に通園バスをご利用の保護者の方々には、担任がお伝えする時間もほとんどなく、大変
申し訳なく感じております。 

  お子さまの園でのケガにつきましても、保護者様への連絡が不十分とのご指摘も受け、
あってはならないことと深く反省しております。 

  今後とも、保護者の皆様への連絡を密にしていくよう、取り組みを進めてまいりたいと
思います。 

 
◎教員の異動を年度末に教えてほしい 
  教員の異動は、退職や第２すずかきしおか幼稚園への異動などとなります。 
  退職する教職員につきましては、これまでもできる限り年度末にはお伝えさせていただ
いてきましたが、すずか幼稚園と第２すずかきしおか幼稚園の間での異動につきましては、
新年度に発表となっております。 

  「お世話になった先生が新年度に第２幼稚園に行ってしまって、寂しい思いをした」と
のご意見は頂戴しております。異動については年度末に決定はしたいと思っておりますが、
幼稚園の実情としまして、４月１日の新年度を迎えるまでは「決定できない」事情が多々
ございます。実際に、本園の教員に対しましても、「４月１日までは仮の人事」としてお
ります。 

  今後も移動の発表は新年度となりますが、すずか幼稚園と第２すずかきしおか幼稚園の
両園の担任構成につきましてはお示しさせていただきたいと考えておりますので、ご理解
のほどお願いいたします。 

 
 
 
 
 

 
 

保護者の皆様には、園庭での遊びや教育活動などについて、いろいろなご意見をいた

だくとともに、ホームページや写真販売などについてのご提案なども頂戴しました。多

方面にわたるご提言をいただきましたことを深く感謝申し上げます。 

また、「先生方の子どもへの愛情を感じる」「子どもが幼稚園大好きと言っている」「す

ずか幼稚園に入園させて良かった」などのお声もいただき感謝しますとともに、前述の

ご提言などを見直し、今後に活かしていきたいと考えております。 

皆様方から頂戴しましたご意見やご提言につきましては、全教員で共有し、よりよい

幼稚園になるよう改善していくよう努めさせていただきます。 


